保護者様

九九の学習について

2年生担任

平素より、本校の教育活動へのご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。
さて、子供たちは算数の学習をよくがんばっており、百ます計算もひき算の取り組みも終わり、計算スピードがずいぶん向上しています。10月後半からは九九の学習が始まります。

九九の習熟は3年生以降の「わり算」「2桁のかけ算」などの学習においてもたいへん重要な基礎となります。九九をしっかりと身につけさせるには、根気よく繰り返し練習をさせてあげなければなりません。学校でも何度も繰り返し練習をする予定ですが、ご家庭の方でも子供たちを支援していただけるとありがたいです。中には覚えることが苦手であったり、つらかったりするお子さんもいるかもしれませんが、気長に付き合ってあげてください。学校でも長い目で見てしっかり習得できるように、繰り返し練習させていきます。

学校での学習の方法・予定について知っておいていただいた方が、ご家庭での学習も取り組みやすいと思います。以下に説明させていただきますので、ご参考にしてください。

（1） ５→２→１→３→４→６→７→８→９の段と、教科書通りに進めます。
（2） 教科書は10月中旬から12月中旬まで、2ヶ月も「かけ算」の単元に時間を割いています。進度はゆっくりで、余裕を持ってしっかり練習していきます。
（3） すでに九九全部を十分速く正確に言えるお子さんもいますが、学校では九九の学習はまだ始まったところです。学習の習熟には個人差もあります。焦る必要はありません。
（4） 各段を×１から順番に言えるようにします。最初の目標は20秒で、その後練習して15秒ではっきりと言えることを目標にします。余裕があれば10秒以内にチャレンジします。
（5） １の段～９の段まで全部を2分以内で言えるようになることを目標にします。余裕があれば、1分30秒にチャレンジします。
（6） 繰り返し、色々な方法で練習します。①九九カードを見ながら口で言う②プリントを見ながら練習する③カードを見ずに暗唱する④パソコンで練習する⑤百ます計算・・・等々です。
（7） 九九の学習状況が分かるがんばりカードを渡しておきます。
（8） 友達や家の人に聞いてもらって時間以内にできればカードに〇をつけてもらいます。その後、担任が聞いて確認して、スタンプを押します。
ご家庭でも、無理のない範囲でご協力をいただけるとありがたいです。

よろしくお願いいたします。
